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「都市 を代表 させ るまつ り」 につ いての一考察

福 島県 「郡 山 うねめ まつ り」 を事例 として一

橋本 法子 ・森 幸雄

Thefestivalforsymbolizingacity:

inthecaseofTHEUMENEMATSURI,Koriyama.

HASHIMOTONoriko・MORIYukio

1は じめ に

都市 で は さまざまな祭 りや イベ ン トがお こなわれ てい る。 ひ とつの都市 に

い くつ もの祭 りや イベ ン トがあ り,そ れぞれで参加 者の範 囲や人 々の認 知度

も異 な り,な かに は地域 住民です ら知 らない もの も少 な くない。 また,村 落

の祭礼 と同様 に相対 的 に閉 じられた コ ミュニ テ ィの集合表象 と しての祭礼 で

あ った り,逆 にひ じょうな広 範 囲か ら多 くの人 々 を集 める観光 的 なイベ ン ト

で あった りもす る。

そ うしたなかで,本 稿 で と りあげ るの は,他 に適 当な ものが ないため 「都

市 を代表 させ るまつ り」 とい う用語 で しめす まつ りである。 それ は,対 外的

に 自らの都市 の イメー ジを表 明 しよう とす る とともに,市 民 に対 して は都 市

イメー ジを共有 させ,市 民 の一体感 を持たせ る ような ものであ る。そ こで は,

市民 や地縁 的 な団体 の参加が求 め られ る。そ うした まつ りは,宗 教行事 や伝

統行事,歴 史 な どを重要 なモチー フにす るが,む しろ まつ りが行 われ る こと

で,新 た な伝統 が生 まれ,歴 史が再 認識 され る ような もの も少 な くない。神

戸 の 「神戸 まつ り」や横浜 の 「開港 記念港 まつ り」,東 京 の 「大東京 まつ り」,

金沢 の 「百万 石 まつ り」,福 岡の 「博 多 ドンタク」 あ るい は徳 島 の 「阿波踊
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り」や高知 の 「よさこい祭 り」 な ど,い くつ もの例 をあ げる ことが で きる。

これ らの知名度 の高い まつ り以外 に もこう した まつ りは多 く行 われてお り,

あ る程度の規模以上 の 「まち」 で あれ ば,そ う した まつ りを行 っていないほ

うが珍 しいで あろ う。

本 稿 はそ う した 「都 市 を代表 させ るまつ り(イ ベ ン ト)」を,福 島県 郡 山

市 を事例 と して取 り上 げ,考 察 しよう とす る もので ある。

郡 山市 は,県 庁所 在地で ある福 島市 よ り人 口が多 く,東 北 第3位 の人 口規

模 であ り,福 島県 中通地方 の中心都市 であ る とともに,東 北有 数の産業都 市

であ る。1964(昭 和39)年 の新 産 業都市 指 定 を契機iに,周 辺 町村 の合 併 が

急 速 に進 み,1965(昭 和40)年5月1日,安 積 郡 内の全 町村 お よび田村 町

の5町5村 を合併 し,人 口21万 人 余 の新 ・郡 山市 が 生 まれ た。 さ らに,8

月 には田村 郡 内の中田村 ・西 田村 を合併 してい る。

この合 併 を契機 として,第1回 の 「郡 山 うねめ まつ り」(以 下 「うね め ま

つ り」 と略記)が 開催 された。市 内にあった采女伝説(1)に 因み名付 け られ,

「市民 が一体 となれ るまつ りを起 こ したい」 とい う意 図か ら始め られた まつ

りで あ る。現 在,「 うねめ まつ り」 は郡 山の都 市 を代 表 させ る まつ りとなっ

てい る。

本稿 の うち,「 うねめ まつ り」 の実地調査 や 文献調査 は橋本 が行 い,分 析

と考察 は橋 本 と森 とで行 った。 また,「 うねめ まつ り」 の歴 史的 な事 実 は,

主 と して 『福 島民報』 のバ ックナ ンバ ーの調査 に よる。

2う ね め まつ り

本 章 で は1999(平 成11)年 の 第35回 「うね め まつ り」 の実 地調 査 を も と

に 「うね め まつ り」 の基 本 的 な構成 を把 握 した い。

表1は 第35回 「うね め まつ り」 の 主 要 な イベ ン トを示 した もの で あ る。

他 の まつ り と同様 に,「 うね め まつ り」 で も さ ま ざ ま な行 事 や イ ベ ン トが 並

行 して行 わ れ て い る。 そ う した イ ベ ン トの うち,「 うね め 供 養 祭 」,「 ミス 采

女 コ ンテ ス ト」,「 うね め 踊 り流 し」,「ち び っ こ うね め まつ り」 の4つ が,ま

つ りの 中心 的 な イベ ン トで あ り,こ れ に付 随 して さ ま ざ ま な イベ ン トが 加 わ



「都市 を代表 させ るまつ り」 につ いての一考察115

表1郡 山 うね めまつ りの主要 イベ ン ト(1999年 ・第35回)

初 日8月2日

ミス うねめパ レー ド(中 央通 り～駅前通 り～郡 山駅

北 町角交差点 ～ちび っこうねめ まつ り会場)

奈良親善使節 団歓迎 セ ーレモニー(郡 山駅前)

うねめ供養祭(う ねめ神社)

ご神火 リレー(う ねめ神 社～ ちびっこ うねめ会場)

ちびっこ うねめ まつ り(西 部 自動車学校)

2日 目8月3日

福祉バ ザール(中 央商店街)
'99う ねめでSHOW(大 町商店街)

うねめナ イ トバザー ル(大 町商店街)

ミス うねめパ レー ド(さ くら通 り～駅 前大通 り)

新 旧 ミス うねめ交代式(駅 前大通 り)

うねめ踊 り流 し ・ひ ょっ とこ踊 り(さ くら通 り～駅前大通 り)

3日 目8月4日

福祉 バザ ール,チ ャリテ ィ ・オーク シ ョン(中 央商 店街)

氷の彫刻 の実演 と展 示(ホ テルプ リシ0ド 郡山前)

ビアガーデ ン(中 央商店街)

商工会議所 青年部物 産農(中 央商店街)

マーチ ングバ ン ドinう ねめ(さ くら通 り～駅前大通 り)
'99う ね めでSHOW(大 町商店街)

うねめナ イ トバザー ル

陣屋酔 い まつ り(す ず い駐車場)

バルー ン&カ ラオケパ フ ォーマ ンス大 賞(郡 山駅前大通 り商店街)

うねめ踊 り流 し ・ひ ょっ とこ踊 り

り,全 体 と して の 「うね め まつ り」 を構 成 して い る。 本 章 で は,主 要 な4つ

の イ ベ ン トとそ れ に付 随 す る イベ ン トの い くつ か をやや 詳 細 にみ て い きた い。

(1)う ねめ供 養祭

「うねめ まつ り」 は采女 伝説 に因む まつ りであ り,ま つ りの初 日に采 女 に

因む行事 が行 われ,う ねめ供養祭 が その中心 的 なイベ ン トとなる。 「うね め

まつ り」 は,第1回 以 来3日 間行 われ てい るが,2日 目 ・3日 目が本 来の ま

つ りの 日として意識 されて,初 日は前夜祭 と呼ばれ るこ とも多 い。

うね め供 養祭 の会場 は,郡 山駅 か ら約9km離 れた,片 平 町 にあ る山ノ井

公 園の うね め神社 であ り,采 女伝 説 の発祥 の地 とされ る ところで ある。
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うねめ供養 祭その もの は祭壇 に点火 し,参 列者が玉 ぐしをあ げ,焼 香,献

花す る とい うシ ンプルな ものであ る。 つづい て,市 長,奈 良市 親善使 節 団の

代表,ミ ス采女,ミ ス奈 良等が公 園内の池 に亀 を放す行事 が行 われ る。亀 の

甲羅 に願い事 を書 いて放 す と,願 い事 がか な う とされ,1989年(第25回)

か らは じまった ものであ る。うねめ供養祭 は これで終 わ る。

一行 が神社 を離 れ池 に向か うと
,「 ご神 火 リ レー」 が始 まる。建 物 の入 口

に焚 かれてい た 「ご神火」 をた い まつ に点火 し,郡 山市商店街青年連合会 の

3人 の男性 が市 の中心部 にあ る 「ちびっ こ うね め まつ り」 の会場 まで持 って

い くとい う もので ある。 うねめ供 養祭 を終 えた一行 も 「ち びっこ うねめ まつ

り」会場へ と向か う。

初 日の重要 なイベ ン トで あるが,う ねめ供 養祭の参列者 は市 長,市 関係者,

祭 り関係者,ミ ス采女,片 平 町関係者 な どであ り,郡 山市 の一般 市民 の姿 は

ほ とん ど見 られ ない。

うねめ供養祭 に先 立 ち,打 ち手全員 が女性 の岩代 国郡 山采女太鼓保存 会の

太鼓 の演奏が行 われた。公 園の中央奥 の演奏 ス テー ジの両側 にはテ ン トが設

け られた。一つ は休 憩所,一 つ は食事所 であ り,軽 食の調理 ・販売 も行 って

い る。太鼓の演奏 を見 てい る人の ほ とん どが片 平町住 民であ り,顔 見知 りの

者同士が飲 み物 を分 けた り,歓 談 している姿 が見 られ る。供養祭の最後 に,

奈 良市i親善使節 団,ミ ス奈 良,ミ ス采女 に花束 が贈呈 され たが,プ レゼ ンタ

ー は片平小 学校 に通 う女 の子3人 である。供養祭 に参加 して いる子 どもは彼

女た ちだ けで ある。

うねめ供養 祭 は神社 で行 われ,伝 統 的な宗教儀式 の ような印象 をあたえる

が,う ねめ まつ りの開始 に ともない,新 た に始 め られた ものであ る。会場 と

して使 わ れ る 「うね め の宮」 は,1973年(第9回)に,郡 山市 にあ った東

北歯科 大学の理事長 の影 山四郎 が片平町の采女神社 内 に寄進 した もので ある。

「うねめ まつ り」 とい う名 称 の よ りどころ とす るため行 われ,イ ベ ン トに歴

史性 ・伝統性 を与 えるための儀式 であ る。

(2)ミ ス采 女

「ミス采 女」 は コ ンテス トで選 ば れた6人 の女性 で あ る。 うねめ祭 り終 了
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後 は,「 ミス采女」 は 「ミス郡 山」 と して他 の地域 の 「ミス」 と同様 の仕 事

を行 うが,采 女伝 説 に もとつ くイベ ン トであ る 「うねめ まつ り」 で は欠かせ

ない もので ある。

「うねめ まつ り」 は ミス采女 の郡 山駅前 パ レー ドでス ター トす る。2日 目

には,最 大 のイベ ン トであ る 「うねめ踊 り流 し」 に先 立 って,ミ ス采女パ レ

ー ド
,新 旧 ミス采女 交代式 がお こなわれ,2日 目 ・3日 目の 「うねめ踊 り流

し」 では踊 り流 しの最後で参加 してい る。

ミス采女 の応募 資格 は郡 山市 内 に在住,ま た は通勤 ・通学 してい る高校 生

を除 く18歳 以 上 の未 婚 の女性 とな ってい る。2000年(第36回)か ら25歳

まで とされていた年齢 の上限が な くなった。 この コ ンテス トは,郡 山 うねめ

まつ り実行委員会 と福 島民報社 が主催 し,郡 山商工 会議所 と郡 山市観光協会

が共催 している。

さらに,ミ ス采 女 は姉妹都 市 であ る奈 良市 との交流 において も重要 な役 割

をはた してい る。奈良市 で も釆女伝説 が残 され てお り,毎 年仲秋 の名 月の晩

に 「釆女祭」が猿沢 の池 で行 われて いる。 この采女伝説 に よるつ なが りで郡

山市 と奈 良市 は1971(昭 和46)年,姉 妹都 市 となった。 「うねめ まつ り」 に

は奈 良市か らミス奈 良 を含 む親 善使 節 団が郡 山市 を訪 れ,「 采女 祭」 には郡

山市か ら ミス采女 を含 む親善使 節 団が奈 良市 を訪れ,ミ ス采女 と ミス奈 良の

相互訪 問 とい う形 で両市 の交流が見 られてい る。

(3)う ねめ踊 り流 し

うねめ踊 り流 しは,2日 目と3日 目の両 日にわたるメイ ンイベ ン トであ る。

国道4号 線 を車両通行止 めに して市 内 のメイ ンス トリー トであ るさ くら通 り

か ら駅 前大通 りを会場 にお こなわれ た。

表2は うねめ踊 り流 しの参加 団体 を登場 順 に示 した ものであ る。2日 目は,

うね め供養祭 で点火 された ご神 火 を先頭 に,市 長,商 工会 議所 会頭 ・副会頭,

奈良代 表,奈 良市 親善使 節団,郡 山市議会議 員 団な どのパ レー ドの後,参 加

団体 に よる踊 り流 しが始 まる。 ミス うねめ,片 平町 とうねめ太鼓 で踊 り流 し

は終 わ りとな る。3日 目は 自衛 隊音 楽隊 を先頭 に,市 長,商 工会議所会頭 ・

副会頭 に続 いて,参 加 団体 に よる踊 り流 しが始 ま り,片 平 町 とうねめ太鼓で
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表2う ね め踊 り流 し参加 団体(1999年 ・第36回)

2日 目8月3日

パ トカー(警 察署) ,ご 神火(郡 山市商店街青年連合会)

横 断幕(ボ ー イス カウ ト),市 長,会 頭 ・副会頭,奈 良代 表

横 断幕(ボ ー イス カウ ト),奈 良市親善使節 団,郡 山市議 会議員 団

横 断幕(ボ ー イス カウ ト)

郡 山市職員互助会,(社)郡 山青 年会議所,個 人参加 コーナー,郡

山商工会議所 青年 部,郡 山市 あ さかの学園大学学生会,東 日本旅

客鉄道(株)郡 山駅,立 正佼成 会郡 山教 会,郡 山信用 金庫,自 立

生活セ ンター,オ フィスIL,NTT東 北移動通信網(株)福 島支店,

(株)大 東銀行,装 道 き もの学 院,

マル イチグル ープ,う ねめ太鼓,

東邦銀行,高 柴 ひ ょっとこ連,

うね め太鼓,ベ ル ヴィ郡 山館,

(株)福 島銀行,う ねめ太鼓,(株)

うねめ太鼓,郵 政 こお りや ま,

石 森ひ ょっとこ愛 好会,ミ ス うねめ,片 平 町(う ねめ太鼓)

3日 目8月4日

バ トカ0(警 察署),先 導車,自 衛 隊音 楽隊,

横 断幕(ボ ーイスカ ウ ト),市 長,会 頭 ・副会頭,

横 断幕(ボ ーイスカウ ト)

在 日大韓民国居留民 団福 島県地方本部 ・ア シアナ航空,東 北電力

企業 グルー プ,NTTグ ルー プ,は まつ グル ープ,郡 山市 大町 商

店街振 興組合,個 人参加 コーナー,高 柴ひ ょっ とこ連,ミ スうね

め,日 立 グル ー プ,片 平 町(う ね め 太 鼓)

太字 ・下線付 きは,創 作踊 り,ま たはひょっとこ踊 り

踊 り流 しは終 わ りとなる。

表2で 注 目 したい の は,太 字 で 下線 が引 い て あ る団体 の踊 りで あ る。多

くの団体が 「うねめ踊 り」 の 曲にあわせて踊 るのに対 して,こ れ らの団体 は,

創作踊 りや ひ ょっ とこ踊 りの団体 であ る。 いわゆる正調 の 「うねめ踊 り」 と

混合 しなが ら,創 作 踊 りや ひ ょっとこ踊 りが踊 られている。

参加 団体 の内訳 をみる と,町 内会 は片平 町のみであ り,商 店街 とい う地縁

的組織 を合 わせ て も,地 縁 に よる団体 は2つ のみであ る。参加 団体 の多 くは

企業 や学校 な どであ る。 また,「 連」 とみ られ る同好者 に よる団体 もみ られ

て いる。 さらに,両 日とも個人 で参加す る場 が設 け られてい る。

なお,の ちに創 作踊 りの団体 が増 えて くる と,演 じる 日を別 にすべ きでは

ないか とい う意見が生 まれて くる。
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(4)ち び っこ うね め まつ り

ち び っ こ うね め まつ りは,1986年(第22回)か ら始 め られ た,子 ど も を

対 象 に した イベ ン トで あ る。会 場 は 第35回(1999年)に は 自動 車 教 習 所 の

敷 地 で行 わ れ た。 こ こ に はの ち に,西 部 シ ョッ ピ ングセ ンター が作 られ るが,

同 じ場 所 で続 け られ て い る。

会 場 に は親子 連 れ が た くさん見 られ る。 金 魚 す くい,く じ屋 な どの遊 戯 店

と,フ ラ ンク フ ル ト,た こ焼 き,焼 きそ ば,串 焼 き,わ た あ め,ク レー プ,

か き氷 な どの飲 食 店 が 出 て い る。 飲 み 物 を販 売 して い る店 舗 に は お茶 や ジ ュ

ー ス の他 ,大 人 向 け に ビー ル も売 られ る。 ア トラ ク シ ョンで は空 気 で膨 らま

す ジ ャ ンボ人 形 や ジ ャ ンボ滑 り台 が 子 ど もた ち に人 気 で,長 い行 列 が で きる。

そ の他 に竹 馬 コー ナ ー,ミ ニSL,縄 跳 び,フ リー ス ロー な どに挑 戦 す る コ

ー ナー が 設 け られ て い た 。 さ らにハ ー レー ・ダ ビ ッ トソ ン に乗 って の撮 影 会

も行 わ れ た。

駅 前 で の郡 山 うね め まつ りに比 べ 団体 で の参 加 者 は少 ない が,広 い 会 場 に

多 くの 来場 者 が あ り,活 気 の あ る イベ ン トとな って い る。

(5)さ まざまな行事 とイベ ン ト

上記 の主要 な4つ のイベ ン トの他 に,以 下 の よ うなイベ ン トが行 われ る。

うねめ まつ りの一週 間前 くらい前 か ら,市 内の商店街で は まつ りに向けて

の飾 り付 けが行 われ る。踊 り流 しのメ イ ン会 場 となる駅前大通 りにはち ょう

ちん を飾 る看板 が立 ち並 び始 めた。

まつ りの期 間には駅前大通 りに直交 す る中央商店街で福祉 バザ ールが,大

町商店街 でナイ トバザ ールが行 われた。2つ の商店街 には露 店が 出てに ぎわ

ってお り,買 い物客 には若 い世代 が多 くや って来 ていた。 また大 町商店街 で

は,'99う ね めでSHOWが 行 われてい る。 ライブパ フ ォーマ ンスや大 ビ ンゴ

大会,大 型 テ レビを設置 してのテ レビゲー ム,テ レビ番組 で行 われていたゲ

ーム な ど,手 作 り感覚 の催 しが行 われ た。

郡 山駅前 にある郡 山最大 の飲 食店街 であ る陣屋 では,陣 屋 まちづ くり協 議

会 の 主催 で,「 陣屋 酔 い まつ り」 が行 なわれ た。 これ は郡 山 うねめ まつ り実

行 委員会が後援 している。駐車場 に特 設舞台 とテ ン トを設置 され,舞 台上 で
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は各 店がパ フ ォーマ ンス を見せ て楽 しませ てい た。 テ ン トでは陣屋 の飲 食店

が出店 し,舞 台の周 りには椅 子が 置かれてお り,パ フ ォーマ ンス を見 なが ら

飲 み食いで きるようになってい る。

第10回(1974年)以 来の氷 の彫刻の実演 と展示 も行 われて いる。

うね め踊 り流 しに先立 って 「マー チ ングバ ン ドinう ねめ」が行 わ れ,郡

山女子大附属 高校,郡 山北工 業高校の2つ マーチ ングバ ン ド部が参加 し,駅

前大通 りを行進 していった

3郡 山 うね めまつ りの変遷

「うね め まつ り」は 開始 以 来,さ ま ざ まな イ ベ ン トが 試 み られ,取 りや め ら

れ て お り,ま つ りは毎 回変 化 して い る。 この た め まつ りの どの よ う な性 格 に

注 目す る か に よ り,変 遷 の と らえ 方 も異 な って くる。 本稿 で は市 民 参 加 の イ

ベ ン トとい う点 に注 目 して,市 民 が一 体 と なれ る イベ ン トで あ る 「うね め 踊

り流 し」 の変 化 か ら 「うね め まつ り」 の変 遷 を概 観 したい 。 うね め踊 り流 し

は 「うね め踊 り」 の 曲 に合 わ せ 踊 り歩 くイベ ン トで あ る。 うね め踊 り流 しは

第1回 か ら欠 か す こ とな く続 け られ た行 事 で あ り,「 うね め まつ り」 の 中軸

を担 っ て い る行 事 で あ る。 踊 り流 しは 「うね め まつ り」 の なか で参 加 者 の も

っ と も多 い イベ ン トで あ る。2007年(第41回)で は,65団 体7,000人 が 駅 前

大 通 りと国道4号 を練 り歩 きr見 物 人 は35万 人 とい わ れ る。

まつ りの性 格 が 変 わ っ た の は11979年 の 第15回 と1994年 の 第30回 の あ

た りにあ り,大 き く3つ の 時 期 に分 け て み る こ とが で き よ う。 また 「原 ・う

ね め まつ り」 と もい うべ き性 質 を持 つ 「采 女 まつ り」 も重 要 とお もわ れ るの

で,あ わせ て概 観 した い。

本 章 で は,「 原 ・うね め まつ り」 と して の 「采 女 まつ り」,第1回(1965年)

か ら第15回(1979年)ま で を 第1期,第16回(1980年)か ら第30回(1994

年)ま で を第2期,第31回(1995年)年 以 降 を第3期 と して み て い きた い。

(1)原 ・うね め まつ り と して の采 女 まつ り

現 在 の形 に な る前 に,「 原 ・うね め まつ り」とで も言 うべ き采 女 伝 説 を も と
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に した 「采 女 まつ り」が行 われて いた。 この 「原 ・うねめ まつ り」も町村合 併

へ の気 運が 高 まる なかでの,新 しい地域 の まつ りを意識 した もので あった。

「うねめ まつ り」が 「市 民が 一体 となれ る まつ り」を強 く意識 したの は,

1953(昭 和28)年 の町村 合併促 進法 の公布 にあわせ て計 画 していた周辺 町村

の合併 計画が失敗 した経験 があ るか らで ある。1955(昭 和30)年 まで に,富

田村,大 槻 町,高 瀬村,中 妻村,岩 江村 な どの一部 町村 を合併す るに と どま

り,片 平 町 ・日和 田町 ・喜久 田村 は,県 の強いすす めが あったが,住 民 の反

対 によ り合 併 され なか ったのであ る。

1955(昭 和30)年10月 に郡 山市予 定 地域 の イベ ン トと して始 ま ったのが

「采 女 まつ り」 であ る。 この 「采女 まつ り」 は 「市 勢発展 の上 か ら 『采 女 ま

つ り』 を開 くことになった」 と新 聞が伝 えてお り,の ちの 「うね めまつ り」

と同様 の性格 を もつ 「原 ・うねめ まつ り」 とい うべ きものであ る。

第1回 「采女 まつ り」の市 内中心部 にあ る荒池で 開催 された。湖畔 の南側

広場 に祭壇 が設置 され,安 積 国造神社 の神 主が祝詞 をあげる供養祭 で幕 開 け

となった。っつい て,片 平 町婦 人会の約100名 の会員が揃 いの浴 衣で 「うね

め踊 り」 を披 露 した。ス ピ,..._.カー に よる 「うね め節」 や 「郡 山 ござん しょ

節」 な ど身近 な唄や うねめの解 説が流 され続 けていた。

池 には うねめ百態 が描 かれた20艘 の燈籠 船 を浮かべ られ,船 頭役 として

市役所 職員 が乗 り込 んだ。龍頭 を装 飾 した屋 形船 には,「 うね め」や 数人 の

「官女」 「み こ」が乗 り池 を一巡す る予定 だったが,雨 のため 中止 となった。

市 内の商 店協 賛 に よる花 火が打 ち上 げ られ,20数 艘 の ボ ー トか ら小 さな

花火 も打 ち上 げ られた。郡 山消 防署 が協力 した水 中噴水 や東北電力 の提供 に

よるサ ーチ ライ トも照 らされ,午 後8時 過 ぎに仕掛 け花火 で終演 した。観衆

は1万2千 人であ った とい う。

この 「采女 まつ り」 は1962年(昭 和37年)ま で行 われ たが,資 金 難 を理

由に開催 が 中止 され ていたこ ともある。

(2)第1期 第1回(1965年)～ 第15回(1979年)

1965(昭 和40)年 に 開催 さ れ た 「うね め まつ り」 が,現 在 まで 続 い て い る

もの で あ る。 「うね め まつ り」 の 開催 に あ た って,郡 山の 祭 りの うち,「 七 夕
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表3第1回 郡 山 うね めまつ りの行 事(1965年)

初 日8月6日

ミス うねめ宣伝パ レー ド(午 前9時)

うねめ前夜祭

2日 目8月7日

うねめ供養祭

うねめ聖火 リレー

ち ょうちん祭 り

3日 目8月8日

(午後7時,荒 池 畔,灯 ろう流 し ・花火大会,

片平 町 山の井 の清水 付近)

(午後1時,片 平町 山の井 の清水付 近)

(午後4時,片 平葛城神社～郡 山交通公 社前)

(午後8時,商 店街)

市民総踊 りパ レー ド(午 後1時,旧 町村大通 り新 国道 三菱前か ら市街地)

ち ょうちん祭 り(午 後8時,商 店街)

祭 り」 「竹供養 まつ り」 な どは 「うねめ まつ り」 に包 括 される ことにな った。

もち ろん,郡 山のすべ ての まつ りが 「うねめ まつ り」 に包括 された わけでは

ない。同時期 には じまった 「こど もまつ り」 は毎年5月5日 に開催 され,現

在 まで続 いてい る。勇壮 な山車 が くり出 され る,安 積 国造神社 の秋季 例大祭

も続 いてい る。

第1回 「うね め まつ り」の概要 は表3の 通 りであ る。 まつ りの メ イ ンイベ

ン トとなった 「踊 り流 し」 にあたるイベ ン トが 「市民総踊 りパ レー ド」 とい

う名称 で ある こ とは注 目され る。市民 総踊 りパ レー ドは旧11市 町村 それぞ

れか ら40～50人 の団体 が参加 し街頭 を練 り歩 いた ものであ る。課題踊 りは,

福 島民 友社 選 定 の 「新 郡 山音頭」 であ った。 「うねめ踊 り流 し」 は,地 域 団

体 ご との市民参加 の イベ ン トとして設定 されていた ことが うかが える。

また 「うねめ まつ り」 のモチー フ となった采女伝説 でつ なが りを もつ奈 良

市 か ら市長,観 光協会 長 らの親 善使 節団が訪 れ,返 礼 に郡 山か らも奈良采女

祭 を訪れて もい る。

新 郡 山市 誕生 の祝 賀行 事 は7月 ・8月 の2ヶ 月 にわ た り,行 事 数 は43に

も及ん だ。第1回 の 「うねめ まつ り」 はこ うした祝賀行事 の一環 とい う色彩

も強い。

以後 の 「うねめ踊 り流 し」で は,さ まざまな新機 軸が試み られてい る。

第9回(1973年)に は新 曲 「うね めばや し」 が登 場 した。新 曲 をつ くる に
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あ た っ て歌 詞 が 公 募 され,「 だ れ で も参加 で きる踊 り」 と され た が,「 動 きが

な く」 「渋滞 し」 「ム ー ド盛 り上 げ に欠 け る」 な ど不 評 で,第12回(1976年)

に は 「う ね め 踊 り」 に一 本 化 さ れ た。 第10回(1974年)に は,新 中 川 流 と

い う踊 りの流 派 の2人 が フ ラ ダ ンス ス タイ ル で 「うね め 踊 り」 の音 頭 に合 わ

せ て踊 った りも して い る。 また,う ね め踊 り流 しの コー ス も固 定 せ ず,第8

回(1972年)で は市 内主 要6会 場 で 行 われ て い た。

ま た,第11回(1975年)に は 「ミス 采 女 」 コ ンテ ス トの 審 査 方 法 が 改 め

られ て い る。水 着 を含 む公 開審 査 が市 内 の 寄 席 で行 わ れ て い た が,平 服 のみ

の非 公 開 審査 で 行 わ れ る よ う にな った 。

第14回(1979年)か らは,昼 間 の行 事 も行 わ れ る よ う に な り,こ ど も向

け に,金 魚 す くい や わ ん ぱ く市,チ ビ ッ子 ピ ンク レデ ィー 大 会 や チ ビ ッ子 ス

ター もの まね大 会 な ど も行 わ れ た 。

(3)第2期 第16回(1980年)～ 第30回(1994年)

夏 のまつ りとしてあ る程度定着 した 「うねめ まつ り」 の さまざ まな要素 が

変化 してい く時期 であ る。特 に注 目されるのが,う ねめ踊 り流 しにつ いての

問題提起 の中で,「 うね め まつ り」 の性 格が 議論 されて い った こ とで あ る。

性格 が次 第に明確 にな り,見 せ る要素 を重視 す るよ うになってい る。

きっか け となっ たのは,第16回(1980年)に2日 目に行 われてい た開成

山公 園での踊 り流 しを中止 し,市 民盆踊 り大会 に切 り替 える とい う案 が提 案

され た ことであった。(2)うねめ踊 り流 しに毎年 三千 人の会員 を動員 して きた,

郡 山スポーツ民踊協会 か ら提 案が あった ものであ る。

うねめ踊 り流 しは駅前 一大 町 一中町の商店街 で実施 され て きた。 しか し,

参加す る踊 り手 は各 商店や企業 の従業 員団体 ばか りで,企 業 のPRの 場 とな

って しまい,0般 市民 や観光客が気軽 に踊 りの輪 に とけ込 む ことが で きない

との批判が あった。市 民参加 がで きる踊 り流 しは開成 山で行 われている もの

のみ であ った。 このため,郡 山ス ポー ツ民踊協会 内部か ら 「まつ りに参加 し

て も,楽 しいアイデ ア もな く面 白 くない。駅前 一さ くら通 りに コースを変 え

るな ど,新 趣 向 を盛 り込 むな どす る気 はないか」 の声 が高 ま り,一 時 は踊 り

流 しのボイ コッ トまで検 討 された とい う。
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この ま まで は 「うねめ まつ り」 そ の もの が 開催 で きな くな る とい う危 機 感

の な か で,郡 山市 と郡 山商 工 会 議 所,郡 山 ス ポー ッ民踊 協 会 の三 者 が 協 議 し

た。 そ の結 果,開 成 山公 園 で の踊 り流 しを盆 踊 りに切 り替 え る,商 店 街 で の

踊 り流 しに は仮 装 団体 も参加 させ る な どで合 意 した 。 開成 山公 園 での 踊 り流

しは,「 うね め 踊 り」1曲 だ け で な く,だ れ で も簡 単 に踊 れ る民 踊 な どを織 り

交 ぜ,盆 踊 りの 要 素 も交 え た もの に な っ た 。 しか しな が ら,第19回(1983

年)で は 開 成 山 公 園 の 踊 り流 しは取 りや め と な り,「 踊 り流 し」 は 商 店 街 を

流 す コー ス の み とな った。 開成 山公 園 で は代 わ りに ち び っ こ まつ り広 場 を 開

催 した 。

うね め 踊 り流 しの コー ス は,こ の 時期 しば しば変 更 され て い る。 大 きな変

化 は,第19回 は駅 前 大 通 りまで で あ っ た が,第20回(1984年)に は郡 山 駅

前 の広 場 まで延 長 され,郡 山駅 か ら国道4号 線 ま での 駅 前 大 通 りを交 通 止 め

に した こ とで あ る。 さ らに第26回(1990年)に は コ......スが 変 更 され,踊 り流

しの コー ス は650mか ら2.7kmと 大 幅 に延 長 され た 。 さ らに第27回(1991

年)に 前 年,参 加 者 が あ ふ れ た こ と を受 け,ス ター ト地 点 が 変 更 され た。

第15回(1979年)か らは,う ね め 踊 り に参 加 す る個 人 を対 象 に,自 由 な

服 装 を認 め た仮 装 コ ンクー ルが 始 め られ た 。 ま とい プ ラ カ ー ドコ ンク ー ル が

団体 を対 象 に行 わ れ て お り,個 人 と団体 を対 象 に した コ ンク ー ルが 「ま とい

プ ラ カー ド ・仮 装 コ ンクー ル」 と して行 わ れ る よ うに な っ た。 うね め踊 り参

加 の 団体 ・個 人対 象 で 装 飾 自動 車,仮 装,踊 り団 体 の 先 頭 に特 色 を出 した振

り付 け を審 査 す る装 飾 コ ンク ー ル も行 わ れ て い る。

この時 期 の 「うね め踊 り流 し」 で注 目 され る企 画 はサ ンバ や ひ ょっ と こ踊

り導 入 の 試 み で あ る。 第23回(1987年)か らサ ンバ が登 場 した 。 郡 山JCの

メ ンバ ーが 「うね め 踊 り」 の 音 頭 か ら歌 詞 だ け を とって サ ンバ 用 に作 曲 し,

若 い 人 も気 軽 に リズ ム に乗 っ て参 加 で き る よ うに と企 画 した もの で あ る。 第

24回(1988年)に は ブ ラ ジ ル か ら来 た10人 の サ ンバ チ ー ム が 「うね め サ ン

バ 」 に特 別 参 加 し た。 第27回(1991年)に サ ンバ を含rん だ 「うね め カー ニ

バ ル」 が 行 な わ れ た が,第28回(1992年)に サ ンバ は と りや め と な っ た。

第28回 で は うね め サ ンバ の代 わ りに ひ ょっ と こ踊 りが 行 わ れ,以 後,現 在

まで,団 体 ・個 人 参 加 を含 め継 続 して踊 られ て い る。
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さらに この時期 には うねめ まつ りを観光 資源 としようとす る動 きが強 くな

った。 第26回(1990年)に は,実 行委 員会 がJR東 日本 の各駅 や観光協会,

県 内各 商議所,市 内の官公庁 や商工会 な どにPR用 の大型 ポス ター を配付 し

ている。 また,第27回(1991年)に は東北 三大祭 りに対抗 で きるように と,

メイ ンの うねめ踊 り流 しの開始時 間 を1時 間繰 り上 げた りしてい る。サ ンバ

や ひ ょっ とこ踊 りの導入 も観光資源 と しての魅力づ くりとい う要素 があ った

ことは否め ないであ ろ う。

(4)第3期 第31回(1995年)年 以降

第3期 には,ま つ りと して定着 した 「うねめ まつ り」 をよ り広 げるた めの

努力 が行 われ る。観光 資源 と しての魅力づ くりとい う側面 とともに,市 民参

加 をいか に具体 化 させ るか とい う側面 で も行 われた。

うねめ踊 り流 しは第30回 か ら,2日 目 ・3日 目の両 日開催 となった。 さら

に第31回(1995年)か らは踊 り流 しの会場 の充実 が な され た。 「うね め踊

り流 し」 の開催 され る両 日とも,国 道4号 に交 通規制が され車両 が全面通行

止 めになった。踊 り流 しは}そ れ まで もさ くら通 りと駅前大通 りを使 って行

われていたが,こ れ まで は国道4号 の横 断時 には,踊 りを中断 して駆 け足 で

渡 り終 え,再 び踊 り始め る とい うや り方 で あった。 「あ さか野バ イパ ス」 の

整備 に よ り,国 道4号 の交通量が減少 したため,可 能 となったが,う ねめ踊

り流 しが 国道 を止 め た とい うことで関心 を集め た。

新 た な踊 りで あ る 「ひ ょっ と こ踊 り」 が踊 り流 しに登場 し,定 着 した。

「ひ ょっ とこ踊 り」が登場 す る きっか けは,1991年 に行 われた講習会 であ っ

た。郷土芸 能 を地域 お こ しとム ラづ くりに役 立て ようと開催 された 「ひ ょっ

とこ踊 り」 の講習会 は,「 うねめ まつ り」 の踊 り流 しに大挙 して参 加す るた

め に特訓 も兼 ねてい た。 「ひ ょっ とこ踊 り」 は江戸 時代 か ら郡 山市 西 田町高

柴 に伝 わ る 「高柴七福 神踊 り」 の1つ で,小 正 月 に,五 穀豊穣 を願 い,顔 の

上半分 の面 をかぶ り町 内の各軒 を踊 り回 る もので ある。郡 山市指 定重要 無形

民俗文化財 となっている。 この踊 りは決 まった形 にこだわ らず,即 興 でそれ

ぞれの ひ ょっ とこを体全体 で表現 し,周 囲 を誘 い込 んで楽 しませ,め でたい

気持 ち にさせ れ ばよい とい うものであ った。市 民が参加 しやす い踊 りと して
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注 目 され た理 由 は こ こ に な る。

第36回(1998年)か ら実 施 さ れ た 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」 は企 業

や 団体 参 加 が 中心 で あ った まつ りに,市 民 を参 加 させ るた め の新 企 画 と して,

郡 山商 工 会 議 所 青 年 部 が提 案 した もの であ る。 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」

は各 地 で 実 施 され て い る よ さ こい 踊 り風 の 踊 りで あ る。 第36回(1998年)

の 初 日 に行 わ れ た 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」 に は26団 体 が 参 加 し た。

い ず れ も企 業 団体 で は な く市 民 団体 で あ り,参 加 者 は幼 児 か ら60代 ぐらい

ま で と幅 広 か っ た 。 「Ma・Zasse(ま ざ っ せ)」 と い うの は 郡 山 地 方 の 方 言 で

「ま ざ りな さい」 とい った 意 味 で,市 民 へ の 呼 び か け を含 ん で い る。

た だ し,各 地 の よ さこ い踊 りグル ー プの場 合 と同様 に,い くつ か の踊 りの

グル ー プ は事 前 に十 分 な練 習 をお こな い,見 物 者 にみ せ る こ とを意 識 した も

の と な り,市 民 参加 を どの よ うに考 え るの か が 問 われ て い る。

市 民 が 参 加 しや す い イベ ン トと して 第38回(2002年)か ら始 ま っ た の が

「ゆか たDEう ね め」 で あ る。 まつ りに参 加 した市 民 の浴 衣 姿 の コ ンテ ス ト

で,夏 祭 りら しい 企 画 と して 関心 を持 た れ て い る。

4ま とめ

(1)参 加 団体 の変化

「うねめ まつ り」 は合 併 に よ り拡大 した郡 山市 の一体 感づ くりを 目的で始

め られたため,当 初,ま つ りへの参加 は町内会 などの地縁 的集団が基 本 とな

っていた。

1965年 の 第1回 「うねめ まつ り」 で は,市 民総 踊 りパ レー ドと称 して行

われ た踊 り流 しは,新 しく郡 山市 の仲 間入 りを した11地 域が参加 してい る。

以後,第8回(1972年)ま で は20団 体 以上 の 町 内会 や 青年 団 な どの地縁 的

団体が参加 してい る。第9回,第10回 は町内会の参加 が10団 体 未満 と少 な

くなるが,第11回(1975年)に は町内会 の参加 数が21団 体 に回復 してい る。

第12回(1976年)か ら第21回(1986年)ま で は町内会 の10団 体 程度の参加

してい たが,第22回(1987年)か ら急激 に減少 し,2～4地 域 の町内会が参

加 す るだけにな り,現 在 までその傾 向 は続い ている。
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町内会 の参加 が減少 して も,全 体 としての参加 団体 は減少 していない。地

域 団体 に代 わって企業 団体 の参加 が増加 したか らであ る。企業 団体 はそろい

の法被や浴衣 を まとった多 数の従業員が参加 し,踊 り流 しの華や か さを増 す

ようになった。企業 団体 に比べ て,町 内会 な どの地縁団体 で の参加 は,費 用

の負担 と参加 人数の確保 とい う点か らよ り困難 となっていった。

そ こで,地 縁 的団体 で ある商店街 が,地 縁 集団 のなか での重 み を増 してい

った。 「うねめ まつ り」 では まつ りの会場 とな る駅前周辺 の商 店街 だけで は

な く,ま つ りの会場 では ない地域 の商店街 も参加 してい る。商店街が経済 的

利益 の ためだけに まつ りに参加 してい るのではな く,地 域 の0員 として地域

の まつ りである 「うねめ まつ り」 に参加 してい るこ とを しめ している。

同様 に,銀 行 や信用 金庫 な どの地元金融機 関 も,地 域 の代 表機 関 とい う性

格 を強 く持 つ ようになった こ と も注 目され る。 「うねめ まつ り」 に参加 して

い る銀行 員 は 「地域 サ ー ビスの一環 として参加 している」 と答 えてお り,地

縁 的 なつ なが りの なかで積極 的な参加 を してい る ことがわか る。松 平誠が調

査 した高 円寺 の阿波踊 り(3)では金 融機 関の連 は,地 元サ ー ビス とPRが 目的

の 「サ ー ビス の連」 と記 され てい るが,「 うね め まつ り」 にお いて も,他 の

業種 とは違 う特徴 を持 つ と思 われ る。

さらに市役所,商 工会議所,青 年会議所 な どの公 的組織 ・団体 の地元性 も

よ り強調 され るようになってい る。

(2)地 域 ぐるみの コ ミッ トメ ン トが強 まる片平町

「うねめ まつ り」 に対 して は,地 域社 会 のか かわ りが全 市 的 には弱 くなる

なか,片 平町だ けは采女 まつ りへ の地域的 コミッ トメ ン トは強 まって いる。

采女伝説 の発 祥の地 であ る片平 町で は,第1回 か ら現在 まで欠かす こ とな く

うねめ踊 り流 しに多 くの住民 が参加 している。

1994年(第30回)に は,片 平 町 に誕生 した女 性 だ けの和 太鼓 集 団 「岩代

國郡 山 うねめ太鼓」 は うねめ供養 祭 と2日 目,3日 目の イベ ン トで太鼓 の演

奏 を初披 露 して い る。 この年,片 平 町の うねめ実行 委員会 が市 制70周 年,

うねめ まつ り30周 年,地 元 の うねめ太鼓創 設 な どを記念 して 「采 女伝 説発

祥地 として まつ りを盛 り上 げな くては」 と踊 り流 しへの参加 を町内住 民 に呼
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び かけ た。 「踊 り手」 と 「一般 参加者」 の2つ のス タイル での参加者 を中学

生以上 の女性 を対象 に して募集 した。踊 り手 は実行委員会 で用意 したそ ろい

の浴衣 で踊 り,0般 参加 者 は新 たにつ くられた3000個 の土鈴 を手 に持 って

踊 りに加 わ る。 また,装 飾 山車 の上 に乗 り 「采女 お ど り」 の 曲に合 わせ て手

招 きす る 「お難子」 も小学1,2年 生 の女子 を対 象 に30人 募 集 した。 まつ り

の当 日は送迎 バス23台,約800人 が踊 り流 しに参加 してい る。 この ように,

ほか の地域 ではみ られ ない行動が み られ る。

このため,「 うね め まつ りJを 片平 町の まつ りとの意見 が表 明 され る こ と

もある。 中止 された花火大 会 の再 開 を求め る市会議 員が,「 片平 は うね め ま

つ りが あるか らあれだ け ど,旧 市 内 は特 に今 ないわけです よね」ω と発 言 し

てい る。采 女伝 説 の 「うねめ まつ り」 は片平 町の まつ りとい う発言がで るほ

ど,他 の地域 か らみ て片平 町の コ ミッ トメ ン トは強い。

(3)地 域性 のア ピール と市民参加

「うねめ まつ り」 は,観 光 として の側面 を意識 しなが らも,「市民 が一体 と

なる」 こ とを強 く意 識 してい るため,市 民 が関心 を もつ ものを 「貧欲 に」 受

け入れ てい くとい う特徴 を もって いる。

例 えば,2007年(第43回)に は東北 を拠点 とす るプ ロ野球 チ ーム の楽 天

イー グルスの フ ァーム選手 が 「うねめ踊 り流 し」 にユ ニホーム姿で参加 した

が,市 民 の関心 を呼 ぶ もの であれ ば認 めてい る。Jリ ー グ開幕 に沸 いたサ ッ

カーブー ムの時 には祭 りの中 でJリ ーグ誘致 の署名活動が行 われた り,雲 仙

普賢岳災 害時 には祭 りの売 り上 げか ら義援 金 を出 した りも してい る。 こ うし

た時事 的な出来事 へ の対応 も市民 の関心 を集 めるための重要 な仕掛 け となっ

て いる。

また,第1回 か ら行 われ て い る中心 的 な イベ ン トで あ る 「うね め踊 り流

し」 で も,さ まざま工夫 を してい る。サ ンバ ・カーニバ ルが全 国的 に盛 り上

が っている時期 にはサ ンバ の踊 りを取 り入 れ,現 在の ように よさこい踊 りが

全 国的 に広 が って い る ときには よさこい風 の 「Ma・Zasse踊 り」 が行 われ

てい る。 さ らに しば しば コースの変更 も行 ない市民 の関心 に応 えよ うと して

い る。
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観光 としての まつ りや市民参加 のための まつ りに特化 した イベ ン トや,伝

統 的 な まつ りに比 べ て,「 市 を代 表 させ る まつ り」 は時代 の影響 を強 くうけ

た流行現 象 もふ くむ,風 俗 的な イベ ン トも組み込 み,絶 えず 変化 しなが ら祭

りが続 け られている。

(4)行 政 との かかわ り

ここでみ た 「うね めまつ り」 の ような 「都市 を代表 させ るまつ り」 は行 政

主導 の まつ りとして の性質 を強 く持 ってい る。行政主導 であ るがゆ えに,他

の地域 諸 団体や市民 との協 同 を強 く意識 した実行委員会方式 の運営 となる こ

とが多 い。 「うね め まつ り」 の運営 も,実 行委 員会方 式で行 われて いる。実

行 委員会 は毎年組織 され る もので,市 役所 ・商工 会議所 ・商店街(郡 山市 商

店連合 会)・ 婦 人会 ・各種文化 ・芸能 団体 な ど多 くの 団体 ・組 織 が構 成 メ ン

バ ー とな ってお り,幅 広 い市民 に よるイベ ン トとい う性格 を強めてい る。

また,行 政主導で あるか ら祭 りの運営過程で の市民参加 の可 能性 が高 くな

るの も特徴 の1つ で あ る。 まつ りの終了後行 われる検討会 議で はさまざま意

見が 出 され,改 善 の検 討 が行 われて い る(5)。何 回 も行 われ てい る祭 りで あ

りなが ら,主 催者 はむ ろんの こ と,特 定 の組織 や個 人が決定権 を持 っていな

い。 「市 を代 表 させ るまつ り」 で あ るか らこそ市民 や団体 が さ まざまな形 式

で参加 で きる可 能性 を残 し,認 めてい るまつ りで ある といえる。

しか しなが ら,行 政主導 であ ることは,行 政 の意志が反映 しやすい こ とで

あ る点 に も十分 に注意す る必要が あ る。新 幹線 の開業や高校総体 開催 な どの

行 政 の関心 事が,ま つ りで の イベ ン トを変化 させ る要 因 となる。2004年 に

は周 辺の観光行事 の 日程 を考慮 して,観 光客誘致 のために,「 うねめ まつ り」

の 開催 が8月2日 ・3日 ・4日 か ら8月 の 第1金 曜 ・土 曜 ・日曜 に改 め られ

た りもしている。

また,行 政 か らの要望 とい うこ とで,伝 統 的 な行 事の改変や新 たな要素 の

追加が容易 に行 われ,地 域 の伝 統や民俗が変 え られ る可能性 も大 き くな る。

た とえ ば,小 正 月 の行 事 で あ った 「ひ ょっ とこ踊 り」が 「うねめ まつ り」 の

ため に夏 に も行 われ る よ うに なった。 「うねめ まつ り」 に よ り 「七夕祭 り」

「竹 供養 まつ り」 といった行事 は消 えて しまっ たのであ る。 さ らに,ま つ り
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の なか でつ くられた行事 が,過 去 のあ る歴史 を反映す る と思 わせ て しまうこ

ともあ る。采女伝 説 とい う地域 の伝承 が,祭 礼 的な行事 を通 して,具 体 的 な

形態 で地域 に固定す る可能性 も存在 してい る。

本稿 で と りあげた 「うね め まつ り」 は東北 五大 まつ りに数 え られ るこ とも

あ るほ どの知名度 の ある まつ りであ り,「市 を代 表 させ るまつ り」 の 中で は

成功 している まつ りであ る。そ のため,他 の地域 の 「市 を代 表す る まつ り」

に比べ,資 料 も得 やす い と思 われ た。そ れ で も,50年 に満 た ない歴 史 につ

いて調べ るの は容易 ではなか った。

「市 を代 表 させ る まつ り」 にはあ ま り成 功 して いる とは言 えないが,続 け

られてい る ものが少 な くない。 これ らは十分 に研 究 されていない。 しか しな

が ら,そ う した まつ りの なか に,地 域性 を十分 に考慮 しなが ら,都 市 の現状

を理解 し,住 民 の もつ都 市の イメージを抽 出す るための重 要 な手がか りがあ

る と思 える。

注

(1)采 女伝 説 とは,以 下 の ような もの と して地元 の小 学校 の副 教材 な どで紹介 されてい

る。奈 良時代 に冷害 が続 く安積 の里(現 ・郡 山市)を 訪れ た巡察使 葛城王 は,里 長 の

娘S春 姫 を見そ め,春 姫 を帝 の采女 と して献 上す るこ とを条件 に,貢 物 を三 年 間免 除

す るこ とになった。春姫 には,次 郎 とい う許嫁 があ ったが,都 へ の ぼった。 春姫 は,

帝の御籠 愛 を受 けて いたが,仲 秋 の名 月の 日,次 郎恋 しさに猿 沢 の池 畔の柳 に衣 をか

け,入 水 した ように見せ,次 郎 の待つ安積へ 向か った。 里へ た どりつ いた春 姫 は,次

郎 の死 を知 り,雪 の降 る夜,あ とを追 って次 郎 と同 じ山の井 の清水 に身 を投 じた。や

が て春が訪 れ,山 の井の清水 の まわ り一面 に名 も知 れぬ薄紫 の美 しい可憐 な花 が咲 き

乱 れて いた。二 人 の永遠の愛 が地下 で結 ばれ,こ の花 になったの だ と噂 を した。 この

花 は 「安積 の花 かつみ(ヒ メシャガ)」 とな った とい う。

(2)『 河北新 報』1980年6月11日

(3)松 平誠 「東 日本 におけ る阿波踊 りの新展 開」 『生活学論叢』創刊号,1995年,日 本生

活学会

(4)郡 山市議i会 平成16年6月 定例会 環境経 済常任委員会

(5)2007年 の検討 会議 は 「参加 者 は市,商 工会議所,マ スコ ミ各社,商 店街,踊 りの出

場 団体,協 力 団体 な どの代 表 約20人 。会 議iでは,『 踊 り流 しが あ ま りにゆ った りして

い て,特 に若者が参 加 しに くいので はないか』 『踊 る時間が長過 ぎる』 『踊 る場所 が 暗

い』 な どの意見が相次 いだ」 とい う。 「福 島民 報』2007年10月3口 。


